
大正大学での官庁講座を支援
営
し
た
。

ま
た
、
約
３
割
の
学
生
か
ら
「
本
討
議
が
、
具
体
的
な
災
害
派
遣
計
画
を
作
成
し

衛
隊
さ
ん
と
の
視
点
の
比
較
が
で
き
た
」
と
言
っ
た
感
想
や
、
中
に
は
「
部
下
の
命

学
生
の
意
識
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。

る
自
衛
官
と
い
う
状
況
で
課
題
を
付
与
さ
れ
た
学
生
は
、
各
グ
ル
ー
プ
を
補
助
す
る

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
自
分
が
自
衛
官
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
災
害
時
の
行
動

豊
島
出
張
所
は
、
今
後
も
大
学
生
や
専
門
学
校
生
を
主
体
に
、
災
害
派
遣
に
関
す

尽
く
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

隊
員
へ
質
問
し
な
が
ら
熱
心
に
課
題
作
業
に
取
り
組
み
、
部
隊
運
用
や
対
策
処
置
に

当
日
は
、
動
画
を
使
用
し
た
自
衛
隊
の
概
要
説
明
の
後
、
災
害
派
遣
に
関
す
る
概

つ
い
て
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
て
い
た
。

を
預
か
っ
て
い
る
以
上
、
上
司
の
判
断
は
重
い
こ
と
を
学
ん
だ
」
と
の
感
想
も
あ
り
、

る
集
団
討
議
を
企
画
し
、
対
象
者
に
対
す
る
更
な
る
自
衛
隊
の
理
解
促
進
に
全
力
を

て
い
る
と
実
感
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
の
声
も
あ
り
、
隊
員
と
気
さ
く
に
話
を
す

る
様
子
か
ら
、
多
く
の
学
生
が
親
近
感
を
感
じ
た
よ
う
だ
っ
た
。

東京地本創立６７周年記念行事を開催
模
と
な
る
協
力
団
体
会
員
等
１
８
４
名
の
招
待
者
を
お
迎
え
し
、
自
衛
隊
東
京
地
方
協

を
粛
々
と
挙
行
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
上
映
、
職
員
の
趣
向
を
凝

成
果
を
土
台
と
し
て
「
Ｏ
ｎ
ｅ　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
〜
絆
〜
」
に
定
め
た
。

高
衆
議
院
議
員
、
松
原
仁
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
４
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
規

本
記
念
行
事
の
テ
ー
マ
は
、
人
口
減
少
社
会
が
進
行
す
る
構
造
的
な
問
題
等
を
克
服

け
た
る
本
年
度
の
特
性
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
の
「
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
〜
原
点
回
帰
〜
」
の

ら
し
た
隊
歌
斉
唱
、
招
待
者
と
職
員
合
わ
せ
て
約
２
５
０
名
に
よ
る
「
栄
光
の
架
橋
」

ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
、
佐
藤
正
久
参
議
院
議
員
、
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官　

石
原
宏

し
、
安
保
３
文
書
に
示
さ
れ
た
新
た
な
体
制
に
必
要
な
人
的
基
盤
の
更
な
る
充
実
を
図

る
こ
と
が
時
代
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
と
の
認
識
か
ら
、
安
保
３
文
書
策
定
後
の
幕
明

当
日
は
、
募
集
・
援
護
・
予
備
自
業
務
等
、
東
京
地
本
の
業
務
推
進
に
貢
献
さ
れ
た

東
京
地
本
は
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
協
力
団
体
等
と
の
絆
を
大
切
に
し
、

を
終
え
た
。

任
務
に
邁
進
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
豊
島
出
張
所
（
所
長　

井
上
３
陸
佐
）
は
12
月
６
日
、

遣
に
関
す
る
概
要
説
明
及
び
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
作
業
に
基
づ
い
た
集
団
討
議
を
企
画
運

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

山
下
陸
将
補
）
は
11
月
23
日
、
グ
ラ
ン
ド

昨
年
に
引
き
続
き
大
正
大
学
が
実
施
し
て
い
る
講
義
の
一
つ
で
あ
る
官
公
庁
講
座
を

支
援
し
、
同
大
学
の
２
年
生
約
80
支
援
し
、
同
大
学
の
２
年
生
約
名
に
対
し
災
害
派

要
説
明
及
び
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
述
し
な
が
ら
の
討
議
を
行
っ
た
。
特
に
派
遣
さ
れ

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
や
「
本
格
的
な
内
容
で
あ
り
、
我
々
か
ら
の
視
点
と
自

力
本
部
創
立
67
周
年
記
念
行
事
を
開
催
し
た
。

皆
様
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
（
個
人
33
名
及
び
18
団
体
）
を
実
施
し
た
後
、
記
念
式
典

の
大
合
唱
等
を
取
り
込
ん
だ
祝
賀
会
食
を
実
施
し
、
盛
況
の
う
ち
に
67
周
年
記
念
行
事


